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第
一
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
百
名
を
越
す
参
加
者
で
非
常
に
盛
会

で
あ
り
、
各
講
師
の
方
々
の
お
人
柄
が
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
た
良
い
発

表
で
、
顕
彰
会
の
斎
藤
省
三
氏
を
は
じ
め
と
す
る
町
の
人
々
の
運
営
も

見
事
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
の
和
や
か
な
雰
囲
気
は
、
夜
の
交
流
会
に
そ

の
ま
ま
持
ち
こ
ま
れ
た
。
心
か
ら
筧
斎
に
魅
か
れ
て
い
る
多
く
の
人
々

と
の
、
酒
を
酌
み
交
し
な
が
ら
の
意
見
の
交
換
は
、
平
生
文
献
史
料
に

の
み
目
を
向
け
が
ち
な
筆
者
に
と
っ
て
得
難
い
体
験
で
あ
り
、
貴
重
な

刺
激
剤
に
な
っ
た
。

講
師
大
西
泰
久
氏

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〃
関
寛
斎
の
開
拓
精
神
″

青
年
期
．
銚
子
市
戸
石
四
郎
氏

徳
島
時
代
・
徳
島
市
泉
康
弘
氏

高
齢
期
．
札
幌
市
本
多
貢
氏

○
語
り
「
み
蚤
ず
の
た
わ
ご
と
』

ほ
う
き
座
窪
田
稔
氏

○
交
流
会
・
寛
斎
さ
ん
を
し
の
ん
で

第
二
日
（
十
六
日
）

歴
史
ウ
ォ
ー
ク
・
芦
花
と
寛
翁
の
語
り
歩
い
た
道

バ
ク
シ
ュ
ナ
イ

見
学
会
（
関
寛
斎
資
料
館
）

特
別
展
示
・
司
馬
遼
太
郎
ｍ
陸
別

関
餘
作
資
料
展
・
ロ
シ
ヤ
で
の
医
療
活
動

ニ
ケ
ウ
ル
ル

ウ
イ
リ
ス
文
書
（
原
文
害
）
は
萩
原
延
寿
氏
か
ら
鹿
児
島
県
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
黎
明
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
複
製
が
横
浜
開
港
資
料
館
と
順
天
堂

大
学
医
史
学
研
究
室
に
好
意
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。
萩
原
延
寿
氏
が
す

で
に
「
遠
い
崖
ｌ
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
日
記
抄
」
（
朝
日
新
聞
夕
刊
に
連

戦
さ
れ
た
も
の
も
含
む
）
で
詳
細
な
研
究
を
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。

総
数
約
六
四
○
点
（
但
し
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
六
本
）
に
の
ぼ
る
ウ
イ
リ

ス
文
書
は
、
約
二
○
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
ー
ム
ス
ト

鬮
唾…

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
の
里
帰
り

鍵
~1

写真左から本多貢、泉康弘、戸石四郎各氏

三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
伝
え
ら
れ

る
旧
関
牧
場
の
跡
を
歩
き
つ
つ
眺

め
た
大
平
原
は
、
天
も
地
も
美
し

く
豊
か
で
雄
大
で
あ
り
、
寛
斎
の

志
を
垣
間
見
る
思
い
が
し
た
。
こ

の
町
の
人
々
の
、
寛
斎
を
父
の
如

く
慕
い
「
父
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
子
と
し
て
当
然
の
こ
と
」
と
い

う
健
康
な
精
神
が
、
陸
別
町
関
寛

翁
顕
彰
会
主
催
に
よ
る
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
成
功
に
導
く
原
動
力
と
な

っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

（
芝
木
秀
股
）
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＊
久
志
本
欣
也
氏
の
ご
希
望
に
よ
り
左
記
の
複
製
本
を
作
成
し
、
順
天

堂
大
学
医
史
学
研
究
室
に
保
存
さ
れ
た
。

管
錨
草
灸
診
抄
家
傳
退
稗
聚
験
方
全

五
急
活
法
一
流
大
事
法

蝦
煉
要
法
管
誌
備
急
方
巻
之
上
・
中
・
下

（
順
天
唯
大
学
庇
史
学
研
究
篭
）

ロ
ン
グ
Ⅱ
ウ
イ
リ
ス
弓
３
月
の
め
雷
目
印
弓
（
）
眉
‐
言
晨
の
）
夫
人
か
ら
萩
原

氏
に
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
ウ
イ
リ
ス
か
ら

開
業
医
で
あ
る
長
兄
ジ
ョ
ー
ジ
（
⑦
の
。
温
の
）
や
そ
の
夫
人
フ
ァ
ニ
ー

（
閻
二
星
）
に
あ
て
た
書
簡
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
そ
の
他
京
都
や
越

後
、
会
津
、
鹿
児
島
な
ど
で
の
治
療
記
録
、
契
約
書
、
意
見
害
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。

準
静
勤
詐
梁
塗
綱
靹
鑿
合
同
総
会

と
き
一
九
九
八
年
十
一
月
十
四
日
～
十
五
日

と
こ
ろ
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
・
中
講
義
室

（
大
阪
市
阿
部
野
区
旭
町
一
丁
目
）

〔
第
一
日
〕
（
午
後
一
時
よ
り
）

Ｉ
・
要
望
課
題
叩
日
本
占
領
時
の
医
療
推
移

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
”

１
・
総
論
卵
占
領
時
の
生
活
と
健
康
水
野
洋
（
勤
労
者
健
康
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

２
．
占
領
時
の
医
学
教
育
改
革
（
医
学
校
の
場
合
）

神
谷
昭
典
（
瀬
戸
市
）

３
．
占
領
時
の
労
働
衛
生
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
労
働
政
策
に
関
連
し
て
）

野
村
茂
（
労
働
科
学
研
）

４
．
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
歴
史
上
野
陽
里
京
大
諮
汁
数
浬

５
．
占
領
時
の
看
護
制
度
長
門
谷
洋
治
（
豊
中
市
）

６
．
占
領
時
の
医
療
改
革
杉
山
章
子
（
青
森
大
学
）

〔
第
二
日
〕
（
午
前
九
時
半
よ
り
）

Ｉ
・
一
般
演
題
①

１
ロ
イ
ア
ル
コ
レ
ジ
オ
ブ
フ
ィ
ジ
シ
ア
ン
ズ
再
訪

’
一
五
一
八
～
一
九
九
八
栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

２
・
香
港
、
マ
カ
オ
の
医
史
跡
石
田
純
郎
薪
晏
患
さ

３
・
富
山
県
内
に
み
ら
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
幅
と
そ
の
賛
に

つ
い
て
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

４
．
「
言
経
卿
記
』
中
の
医
療
、
特
に
本
願
寺
関
係
に
つ
い
て

中
山
沃
（
西
宮
市
）

Ⅱ
．
ミ
ニ
特
別
講
演
１

幕
末
在
郷
医
の
診
療
記
録
か
ら
ｌ
医
師
田
中
寛
治
郎
の
場
合

森
田
康
夫
（
樟
蔭
束
女
子
麺
さ

ミ
ニ
特
別
講
演
２

人
体
内
景
図
に
お
け
る
脂
膏
、
脂
腹
、
脂
膜
と
膵
臓

高
島
文
一
（
京
都
市
）

Ⅲ
．
見
学
一
岬
転
罐
蠅
塞
渉
罎
降
詫
拳
の
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
６
階


